
週１回 療養支援ナースらが患者に応じた支援策について

意見交換する

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
巡
回
診
療
に
あ
た
る

松
山
赤
十
字
病
院
の
医
師
ら
救
護
班
メ
ン
バ
ー

‖
２
０
１
１
年
３
月
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赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
見
守
る
産
褥
フ
ォ
ー
ラ
ム

赤
十
字
の
救
護
を
学
ん
だ
証
し
の
救
護
員
制
服
を

着
て
臨
む
卒
業
式

松山赤十字病院（松山市文京町、渕上忠彦院長）がことし創立 周

年を迎えた。地域に根差し、医療発展に尽くしてきた１世紀。愛媛の

基幹病院として高度医療を提供するとともに、「人道と博愛」の赤十

字精神のもと国内外の被災地にスタッフを派遣、救護活動を展開して

きた。きょう午前 時から、松山市一番町３丁目の松山全日空ホテル

で記念式典を開催する。関係者300人が出席し、新しい世紀に向けて

さらなる医療貢献を誓う。

吹
き
抜
け
の
明
る
い
玄
関
、
分
か

り
や
す
い
診
察
室
の
配
置
…
。
松
山

赤
十
字
病
院
は
２
０
１
４
年

月
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
建
て
替
え
に
い

よ
い
よ
着
手
。
次
の
１
０
０
年
に
向

け
、
人
道
と
博
愛
の
拠
点
が
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

敷
地
は
現
在
地
で
、
隣
接
す
る
小

学
校
の
国
有
地
の
一
部
を
購
入
し
て

拡
大
。

年
４
月
の
完
成
を
目
指
す
。

総
事
業
費
は
約
２
５
０
億
円
。

病
棟
は
免
震
構
造
で
、
外
来
・
手

術
部
門
の
北
棟
（
地
下
１
階
・
地
上

６
階
）
、
入
院
部
門
の
南
棟
（
地
下

１
階
・
地
上

階
）
を
建
て
る
。
病

室
は
６
人
部
屋
を
廃
し
て
個
室
と
４

人
部
屋
に
し
、
病
床
数
は
６
７
０
床

程
度
に
な
る
見
込
み
。

駐
車
場
は
４
階
建
て
立
体
駐
車
場

と
平
面
を
整
備
し
、
現
在
よ
り
２
０

０
台
増
の
約
５
４
０
台
へ
収
容
力
を

ア
ッ
プ
。
か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
き
た

駐
車
場
不
足
解
消
を
図
る
。

同
病
院
は
「
建
設
中
も
、
診
療
体

制
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
配
慮
す

る
」
と
し
て
い
る
。

新
拠
点
免
震
構
造
で
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松
山
赤
十
字
病
院
は
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
４
月
、
県
立
松
山
病

院
（
松
山
市
大
街
道
３
丁
目
）
を
県

か
ら
譲
り
受
け
、
全
国

番
目
の
日

本
赤
十
字
社
愛
媛
支
部
病
院
と
し
て

産
声
を
あ
げ
た
。
内
科
・
外
科
・
産

科
婦
人
科
で

床
、
職
員

人
の
船

出
だ
っ
た
。

１
９
１
９
（
同
８
）
年
に
移
転
新

築
（
同
市
一
番
町
４
丁
目
）
し
、
昭

和
初
期
に
か
け
て
診
療
科
と
病
床
数

を
拡
大
さ
せ
る
。
し
か
し
、
１
９
４

５
（
昭
和

）
年
、
松
山
空
襲
で
全

焼
。
そ
れ
か
ら
２
年
余
り
、
市
内
の

学
校
や
寺
院
な
ど
に
間
借
り
し
診
療

を
続
け
る
苦
難
の
日
々
が
続
い
た
。

１
９
４
７
年

現
在
地
へ
移
転

木

造
平
屋
１
０
０
床
か
ら
再
興
へ
ス
タ

ー
ト
を
切
る

増
改
築
を
重
ね

診
療

科
と
病
床
数
を
拡
充
さ
せ
て
い
く

そ
し
て
現
在
、

診
療
科
７
４
５

床
、

の
診
療
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
医
師
１
８
７
人
、
医
療

技
術
職
員
１
７
６
人
、
看
護
師
・
助

産
師
７
３
９
人
、
事
務
職
員
を
合
わ

せ
総
勢
１
４
４
３
人
。
昨
年
１
年
間

の
外
来
患
者
数

万
９
２
６
４
人
、

手
術
件
数
５
８
５
４
件
な
ど
、
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
診
療
実
績
を
誇
る

基
幹
病
院
に
成
長
し
て
い
る
。

地域医療の核担う
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胎
児
｜
思
春
期

一
貫
ケ
ア

「
順
調
に
体
重
が
増
え
と
る
ね
」
。

助
産
師
の
言
葉
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く

マ
マ
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
同
病
院
で

出
産
し
た
マ
マ
対
象
の
産
褥
（
さ
ん
じ

ょ
く
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
同
病
院
成
育
医

療
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
支
援
の
一
つ
で
、
退
院
し
て
１
週
間

後
、
助
産
師
ら
が
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
に
耳
を
傾
け
、
マ
マ
の
体
調
を
気
遣

う
。

胎
児
期
か
ら
思
春
期
ま
で
一
貫
し

て
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
心
身
両
面

か
ら
ケ
ア
す
る
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー

は
２
０
０
４
年
、
産
科
・
小
児
科
・
小

児
外
科
を
統
一
す
る
形
で
開
設
さ
れ

た
。
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
）
の

年
開
院
に
次
ぐ
も
の
で
、

地
方
病
院
と
し
て
初
の
セ
ン
タ
ー
化
だ

っ
た
。

開
設
の
背
景
に
は
育
児
不
安
の
広
が

り
や
児
童
虐
待
の
問
題
が
あ
る
。
「
９

年
た
っ
た
が
、
育
児
支
援
や
虐
待
予
防

へ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
増
す
一
方
」と
、

産
婦
人
科
の
横
山
幹
文
代
表
診
療
部
長

は
指
摘
す
る
。
「
子
ど
も
の
成
長
と
家

族
関
係
を
診
て
い
く
成
育
医
療
は

年

仕
事
。
縦
割
り
だ
っ
た
３
診
療
科
を
横

糸
で
結
び
、
心
の
ケ
ア
も
行
う
。
医
療

者
だ
け
で
は
で
き
ず
、
多
様
な
人
材
と

職
種
の
関
わ
り
が
必
要
だ
」

年
に
設
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
現
在
、
臨
床
心
理
士
ら
有
志

約
１
３
０
人
が
登
録
。
傾
聴
や
保
育
な

ど
、
院
内
に
と
ど
ま
ら
ず
学
校
な
ど
教

育
現
場
へ
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

る
。成

育
医
療
セ
ン
タ
ー
は
「
今
後
も
人

材
育
成
や
ソ
フ
ト
の
充
実
を
図
り
、
育

児
支
援
と
児
童
虐
待
予
防
の
た
め
地
域

を
リ
ー
ド
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

ＺＺＺＺＺＺ

「
患
者
一
人
一
人
の
ベ
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
求
め
る
こ
と
。

そ
れ
が
赤
十
字
の
い
う
人
道
と
博
愛
の
実
践
で
す
」
と
、
小
谷

信
行
副
院
長
は
力
を
込
め
る
。
患
者
へ
寄
り
添
う
医
療
を
追
求

す
る
松
山
赤
十
字
病
院
。
成
育
医
療
、
地
域
連
携
の
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。

人
生

支
援

き
め
細
か
く

松
山
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
（
松
山
市

清
水
町
３
丁
目
、
学
校
長
・
渕
上
忠
彦
院

長
）
も
開
学
１
０
０
年
を
迎
え
た
。

世
紀
半
ば
、
敵
味
方
な
く
負
傷
兵
を

救
護
し
た
ス
イ
ス
人
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン

の
提
唱
で
誕
生
し
た
赤
十
字
社
。
同
校
で

は
歴
史
あ
る
同
社
一
員
と
し
て
、「
人
道
」

を
実
践
で
き
る
赤
十
字
看
護
師
の
育
成
を

目
指
す
。

「
人
を
救
い
た
く
て
も
、
行
動
す
る
に

は
規
範
と
裏
付
け
が
必
要
」
と
渡
邉
八
重

子
副
学
校
長
は
話
す
。
１
年
生
は
日
常
の

中
で
人
道
の
心
を
呼
び
起
こ
す
大
切
さ
、

２
年
生
は
看
護
の
場
で
患
者
を
救
う
こ
と

を
学
び
、
３
年
生
は
公
平
・
中
立
な
ど
赤

十
字
の
基
本
原
則
に
基
づ
い
た
行
動
が
で

き
る
よ
う
訓
練
す
る
。

卒
業
式
に
は
、
赤
十
字
の
看
護
教
育
を

受
け
た
者
だ
け
が
袖
を
通
す
こ
と
の
で
き

る
「
救
護
員
制
服
」
で
臨
む
。

春
風
や

博
愛
の
道

一
筋
仁
（
に
）

松
山
赤
十
字
病
院
玄
関
脇
に
あ
る
句
碑

は
、高
浜
虚
子
に
師
事
し「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

同
人
だ
っ
た
第
３
代
院
長
（
１
９
２
０
〜

年
）の
酒
井
黙
禅
氏
が
同
校
卒
業
式
で
、

は
な
む
け
に
詠
ん
だ
も
の
だ
。

こ
れ
ま
で
に
２
８
８
６
人
が
同
校
を
巣

立
ち
、
赤
十
字
の
理
念
を
胸
に
〝
現
場
〞

へ
赴
い
て
い
る
。

理
念
と
実
践

人
巣
立
つ

企
画
・
制
作

愛
媛
新
聞
社

営
業
局
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大
震
災

人
派
遣

救
護
活
動
海
外
へ
も
続
々

松
山
赤
十
字
病
院

地域完結型医療の実現・維持へ

当
院
は
本
年
４
月
に
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
の
理
解
は
「
日
赤
は
ど
ん
な

病
気
で
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
診

て
も
ら
え
る
」
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
長
年
に
わ
た
る
国

の
医
療
費
抑
制
策
に
よ
り
、
深
刻

な
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
が
起

こ
り
、
全
国
的
に
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
拒
否
、
た
ら
い
回
し
が
起

こ
り
ま
し
た
。
医
療
崩
壊
の
始
ま

り
で
す
。

当
院
で
は
そ
れ
を
防
止
す
る
に

は
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
有
効
活

用
、
す
な
わ
ち
地
域
の
医
療
機
関

が
機
能
を
分
担
し
、
連
携
す
る
地

域
完
結
型
医
療
の
推
進
が
最
良
と

考
え
、
１
９
９
７
年
に
県
下
で
初

め
て
地
域
医
療
連
携
室
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
は
か
か

り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

急
変
時
ま
た
は
診
断
に
困
る
病
気

の
時
に
当
院
へ
紹
介
し
て
い
た
だ

く
体
制
で
す
。
２
０
０
５
年
に
は

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
松
山

医
療
圏
で
初
め
て
地
域
医
療
支
援

病
院
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
医
療
に
よ
る
地
域
へ
の

貢
献
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
と
引
き
続
い
て
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渕
上

忠
彦
院
長
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歴史が培った 最善を目指す雰囲気

藏
原

一
郎
会
長

松
山
赤
十
字
病
院

槐

え
ん
じ
ゅ

会

私
た
ち
の
母
な
る
病
院
・
松
山

赤
十
字
病
院
が
創
立
１
０
０
周
年

記
念
の
節
目
を
迎
え
、
か
つ
て
こ

の
病
院
に
勤
務
し
、
ま
た
現
在
診

療
に
従
事
す
る
医
師
と
し
て
、
そ

の
医
療
の
歴
史
を
常
に
一
流
の
水

準
に
維
持
し
て
き
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
共
に
診
療
に
従
事

す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、
特
に
看
護

師
の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め

て
大
で
あ
っ
た
こ
と
も
論
を
ま
ち

ま
せ
ん
が
、
最
善
の
そ
し
て
誰
か

ら
も
信
頼
さ
れ
る
医
療
を
展
開
し

続
け
る
雰
囲
気
は
、
１
０
０
年
の

歩
み
の
中
で
着
実
に
醸
成
さ
れ
た

も
の
と
肌
で
感
じ
ま
す
。
特
に
戦

災
で
全
て
を
失
っ
た
戦
後
、
旧
練

兵
場
の
バ
ラ
ッ
ク
さ
な
が
ら
の
病

院
で
も
、
出
き
る
限
り
の
診
療
に

意
を
尽
く
し
た
先
人
た
ち
の
思
い

が
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
高
度
な

診
療
態
勢
を
築
き
上
げ
て
い
る
と

信
じ
ま
す
。

今
後
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、

日
進
月
歩
の
医
学
や
変
動
す
る
医

療
社
会
に
立
ち
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
な
る
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

１
９
９
７
年
に
開
設
さ

れ
た
地
域
医
療
連
携
室

は
、
主
な
事
業
と
し
て
▽

急
性
期
患
者
の
受
け
入
れ

窓
口
▽
連
携
登
録
す
る
他

病
院
の
医
師
と
高
額
医
療

機
器
を
共
同
利
用
▽
院
内

外
で
の
研
修
会
な
ど
を
実

施
す
る
。
２
０
０
５
年
に

は
、
県
か
ら
「
地
域
医
療

支
援
病
院
」
の
承
認
を
受

け
て
い
る
。

脳
卒
中
や
大
腿
骨
頸
部

（
だ
い
た
い
こ
つ
け
い
ぶ
）

骨
折
、
が
ん
の
患
者
の
転

院
先
紹
介
や
在
宅
療
養
支

援
は
、
最
近
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
事
業
の
一

つ
。
患
者
に
応
じ
て
治
療

計
画「
地
域
連
携
パ
ス（
保

険
認
定
）
」
を
作
成
し
、

急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
療
養
ま
で
継
ぎ
目
な
い

医
療
福
祉
の
提
供
に
役
立

て
る
。

「
パ
ス
は
単
な
る
治
療

計
画
で
は
な
い
。
患
者
さ

ん
の
〝
人
生
の
計
画
〞
で

す
」
と
話
す
森
田
美
恵
子

副
室
長
。
「
同
じ
病
気
で

も
、
家
族
や
経
済
状
況
な

ど
個
人
で
背
景
は
異
な

る
。
生
活
も
あ
る
。
病
気

は
人
生
の
一
部
で
す
か

ら
」患

者
・
家
族
が
描
く

〝
人
生
の
計
画
〞
を
実
現

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
の
が
同
病
院
独
自
の

「
療
養
支
援
ナ
ー
ス
」

人
だ
。
彼
女
た
ち
は
最
適

な
療
養
先
へ
の
円
滑
な
移

行
を
支
援
す
る
専
門
家
と

し
て
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
ら
と
と
も
に
、

患
者
の
不
安
や
疑
問
に
も

こ
た
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
き
め
細
や
か

な
対
応
で
、
療
養
支
援
に

関
す
る
相
談
件
数
は
年
々

増
え
て
き
た
。
患
者
の
人

生
支
援
を
掲
げ
て
、
同
室

は
連
携
施
設
を
拡
充
さ

せ
、
同
じ
質
の
医
療
と
看

護
が
確
保
で
き
る
よ
う
力

を
注
ぐ
。

救
護
は
赤
十
字
の
原

点
。
松
山
赤
十
字
病
院
は

第
１
次
世
界
大
戦
中
の
１

９
１
４
年
、
英
国
で
戦
傷

兵
の
救
護
に
あ
た
っ
た
看

護
師
を
第
１
号
に
、
多
く

の
医
師
や
看
護
師
ら
を

〝
現
地
〞
へ
派
遣
し
て
い

る
。２

０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
。
発
生
か
ら
２
時

間
後
に
は
日
本
赤
十
字
社

か
ら
県
支
部
を
通
じ
て
派

遣
依
頼
が
あ
り
、
翌
日
に

は
８
人
が
被
災
地
に
向
か

っ
た
。
こ
の
震
災
へ
の
派

遣
は
県
支
部
、
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
も
合
わ
せ
１
１
８
人
に

も
上
る
。

脳
神
経
外
科
の
瀬
山
剛

医
師
も
発
生
１
週
間
後
の

宮
城
県
石
巻
市
に
入
っ

た
。
石
巻
赤
十
字
病
院
を

拠
点
に
６
日
間
、
避
難
所

の
巡
回
や
夜
勤
診
療
を
行

う
。
「
不
安
か
ら
診
療
を

求
め
る
被
災
者
が
多
か
っ

た
」
と
話
す
瀬
山
医
師
。

「
甚
大
な
被
害
の
中
で
は

一
医
師
の
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
る
。
現
地
で

は
多
く
の
人
た
ち
の
力
で

復
興
が
進
ん
で
お
り
、
微

力
だ
が
、
そ
こ
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て

い
る
」
と
振
り
返
っ
た
。

一
方
、
海
外
救
護
で
は

１
９
８
０
年
以
降
、
９
カ

国
へ

回
、
医
師
や
看
護

師
、
事
務
職
員
計

人
を

派
遣
。
２
０
１
０
年
８
月

に
は
、
薬
剤
師
が
大
地
震

に
見
窑
わ
れ
た
カ
リ
ブ
の

島
国
ハ
イ
チ
へ
飛
ん
だ
。

ド
イ
ツ
赤
十
字
の
野
外
テ

ン
ト
病
院
で
１
カ
月
間
、

医
薬
品
調
達
や
診
療
支
援

な
ど
任
務
を
果
た
し
た
。


